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伝承活動が地域における子育てに及ぼす影響について
～草津市下笠町における事例研究～
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上げた。

滋賀県草津市下笠町には，
１.研究の背景と目的

子どもを取り巻く地域環境の悪化が社会問題に
滋賀県草津市下笠町には，氏神である老杉神社にサン

ヤレ踊りという地域独特の伝統芸能が伝えられている。

本研究では，下笠町の住民が地域の子どもたちにこの伝

統芸能に毎年参加ざせ〆地域に残すための伝承活動を行
っている点に着目した。

サンヤレ踊りは，毎年５／３の祭りに奉納されるが，
ＰＳＧ-

事前|こ３ヶ月程度の練習が行われる。練習は，下笠町に

住む大人や子どもが集まって行なわれるので，互いに触

れ合うきっかけとなっている。子どもの役者（子役）は，
町内に住む３歳から小学生までの約７名の男児である。

子役は毎年交替し，子役を経験した人が大人になると町

内の子どもを指導する，というように引き継がれている

近年，子どもを取り巻く地域環境の悪化が社会問題に

なっている。本来，子どもは小学生にもなると地域の大

人や異年齢の仲間に囲まれ，自然に育っていくものであ

る。しかし今日，住民間のつながりが弱まり，地域で子
どもが育つことが難しい環境となっている。

平成14年度４月より学校完全５日制が実施され，休日

の子どもの過ごし方が問題視されるなか，子どもを健全

に育てるために地域では様々な取り組みがなされてい

る。その主体には，行政，学校，親の立場である人たち

があげられるが，本研究では，親の立場で子どもをみて

いる人たち，すなわち地域住民主体による活動例を取り
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ものである。

本研究では，小学生以上の年齢にある子どもたちに対

して，この伝承活動はどのような影響をもたらしている

か，について考察する。具体的には，①子ども同士や子

どもと大人とのつながりが深まっているか,②子どもが，

自分の住む地域に対する関心を深め，愛着を持つことが

できるようになったか，③親たちが，子育てに効果的で

あると感じているか，について明らかにすることが目的

である。

既存の研究U)～'7)では，地域活動を通じての子育てを

題材にしたものは多いが，伝承活動に着目した例は見受

けられない。子どもたちが地域に根づいている活動に何

らかのかたちで関わることは,地域に対する関心を深め，

地域の今後について考えるきっかけとなると思われ，子

どもに対する住教育的効果が期待できると思われる。

下笠町自治連合会が存在している。
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２．研究方法

2-1ヒアリング調査の概要

下笠町内における子どもをめぐる地域環境の様子，サ

ンヤレ踊り保存会の状況，伝承活動と地域での子育てと

の関わりについて知るため，訪問（－部，電話）によっ

てヒアリング調査を行った。ヒアリング対象者は，サン

ヤレ踊り保存会前会長他関係者の方々，老杉神社，笠縫

学区公民館，笠縫小学校の代表者の方々，下笠町自治連

合会会長，踊りの練習の付き添いに来ていた子役の母親

数名である。調査期間は，主として2002年８月６日～１０

月20日である。

2-2アンケート調査の概要

下笠町の11地区全てを調査の対象地として，全世帯を

訪問の上，調査票の配布を行い，郵送で回収を行った。

配布数は740であり，有効回収数220,有効回収率29.7％

を得た。アンケートの回答者についてはとくに指定しな

かった。世帯内の子どもの状況に関しては，親による回

答を得た。調査期間は2002年11月９日～12月４日である。

津市津市

〕脚

図１下笠町の位置図(葉山川と草津川に挟まれた一帯）

サンヤレ踊りは下笠町の氏神，老杉神社に伝わる踊り

であり，室町時代の風流を伝えている。約20名の男性

(大人役)，男の子達（子役）が，「サンヤレ」という嚥

子詞に合わせて踊るものである。

３．調査対象の概要

3-1調査対象地の概要

下笠町を含む笠縫といわれる地域（現在，笠縫小学校

区に該当）は，草津市の西部にあり，琵琶湖の南東部の

沖積平野に位置している。笠縫は，天井川で有名な草津

川の下流にあり，海抜90ｍ前後，気候は温暖で穀倉地帯

である。現在の下笠町である下笠地域には，古代より

人々が住みついていたといわれ，馬場遺跡（弥生時代)，

七条浦遺跡（弥生時代）等，石器時代の遺跡が存在する。

町内は，馬場，下出，井の元，市場，松原，北出，寺

内，南出，小屋場，浜，松陽台の11地区に分かれている。

総面積は3.55kｍ２，人口3228人，世帯数は908世帯

(2002/10/１現在）であり，全地区から組織されている

老杉神社の鳥居とそれに続く参道。参道に沿って神

社の氏子の家々が並んでいる。右手に周囲の田園風

景が見える。

９
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（3.1％)】

③家族の人数：４人（28.2％)，５人（23.6％)，６人

（145％）の順に多い。全国平均と比べ，大家族が多

い。【全国平均：４人（16.9％)，５人以上（11.5％)】

④家族の型：核家族（41.8％)，三世代家族（37.7％）が

大半を占める。全国平均と比べ，核家族が少なく三世

代家族が多い。【全国平均:核家族（58.4％)，三世代家

族（13.5％)】

⑤下笠町に住み始めた時期：戦前より下笠町に住んでい

る家族が多い。（68％）

４．調査結果及び考察

4-1サンヤレ踊りの伝統を守り続けたい意識

「サンヤレ踊りの伝統を守り続けたいと思うか」の質

問に対して，「思う」を伝承活動に積極的な層とし，「思

わない」「わからない」を消極的な層とした場合，前者

が79％（163/207)，後者が21％（39＋５／207）であり，

積極層が大半を占めている。とくに，積極層の割合は図

２～５に示す通り，世帯主年齢が50～60歳代に比較的高

く（図２），世帯主が「正社員・正職員」層に比較的低

い（図３)。また，三世代世帯層（図４)，および戦前に

住み始めた層（図５）の占める割合がとくに高い。サン

ヤレ踊りの伝統を守り続けるためには，とくに居住年数

の差などの影響による意識のギャップをいかに縮める

か，が今後の課題の一つと言える。

2002年10月20日（日）草木祭老杉神社境内にて

太鼓打ち（子役）と太鼓受け（大人役）の様子

3-2サンヤレ踊りの保存会活動の概要

下笠町が位置する草津市では平成10年度より「地域協

働合校」が実施されている。これは，地域内の大人と子

どもが共に知恵を出し合い，地域学習社会を築くための

事業である。サンヤレ踊り保存会の活動はこの事業が対

象としている地域活動の一つである。

サンヤレ踊りと子どもみこしは戦前まで活発に行われ

ていたが，戦争により一時中断された。その後後継者の

減少に危機感が持たれ,昭和55年に保存会が結成されて，

踊り，みこし担ぎ（大人みこし，子どもみこし）共に復

活した。保存会活動の目的は，踊りの後継者を育てるこ

と，地域における青少年の健全育成を促すこと，また，

新旧住民の交流を促すこと，とされている。【｢民族芸能

７３第４２回民俗芸能大会特集』（1992年発行）より】

子役の子どもは，保存会が各地区の自治会に依頼して

集められることになっている。戦前は，親が競ってでも

参加させようとした踊りであったが，最近は子役を集め

るのに苦労しているという。

3-3調査対象世帯の概要

調査対象世帯の世帯主年齢,世帯主職業,家族の人数，

家族の型，下笠町に住み始めた時期については，下記の

通りである。なお，％値は有効回収数220から不明を除

いた値を100％としている。全国平均は，世帯主の年齢，

世帯主の職業については平成10年，家族の型については

平成12年の統計結果である（総務省統計局・統計研修所

編「日本の統計2003」による)。

①世帯主年齢：４０歳代（21.8％)，５０歳代（27.7％)，６０

歳代（250％）が比較的多い。全国平均と比べ，世帯

主が高齢である世帯の割合が高い。【全国平均:50歳代

（20.2％)，６０歳代（21.7％)】

②世帯主職業：正社員・正職員(540％)，無職(14.5％)，

自営業（13.6％)，農業（9.1％）の順に多い。全国平

均と比べ，正社員・正職員の割合が低く，農業の割合

が高い。【全国平均：正社員・正職員（61.9％)，農業

伝統を守り続けた
152人

以上

２０

上記以外 41人

不明を除く０，６２０％４０％６０％８０％10096

図２サンヤレ踊りの保存意識一世帯主の年齢層別比較

（グラフ内の数字：％）

…Ⅲ卜'（伝統を守り続けたい鬮

蝿謬§'''@||…上妃以外の園

不明を除く脇２０９６４０９６６０％８０％100％

図３サンヤレ踊りの保存意識一世帯主の職業別上上較

（グラフ内の数字：％）
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保存会関わり有 73世帯伝統を守り続けたい層

保存会関わり無 137世帯

{ビル鵠Ｉ上記以外の層

不明を除く0％２０％４０％６０％８０％100％
■大人役経験者有□大人役経験者無

図７保存会活動との関わり－大人役経験者有無別（グ

ラフ内の数字：％）

不明を除く ０％２０％４０％６０％８０％１００％

図４サンヤレ踊りの保存意識一家族の型Bﾘ比較（グラ

フ内の数字：％）

なお，サンヤレ踊りの子役は男の子に限られているこ

とから，「保存会関わり」の有無と，世帯構成員におけ

る男の子の有無との関係を調べたが，顕著な結果は得ら
れなかった。

伝統を守り続けたい層 151世帯

恩２８

■■■■■■■■■■■■

上記以外の層
39世帯

２）地域の子どもたちを叱ることについて

「近所に言いたいことを気軽に言い合える大人がいる

か？」という質問を設けたところ，「いる」（76％，１６０

人）が，「いない」（17％，３６人)，「わからない」（７％，

15人）に比べて，とくに高率であった。（％は不明を除

く210に対する割合)。また，「近所の子どもに対して遠

慮なく叱ることができるか?」という質問では，「はい」

(51％，108世帯）が，「いいえ」（25％，５３世帯)，「わか

らない」（24％，５１世帯）に比べてとくに高率であった。

(％は不明を除く212に対する割合）

住民の半数以上が，近所の大人や子どもに対して打ち

解けて接している様子がうかがえる。

不明を除く0％２０％４０％６０％８醜10096

■戦前田昭和20年代～昭和40年代
■昭和50年代､昭和eo年代ロ平成元年～

図５サンヤレ踊りの保存意識一下笠町に住み始めた時

期別比較（グラフ内の数字：％）

4-2下笠町住民と伝承活動

伝承活動の内容には，祭りへの参加と準備（練習)，
および保存会活動がある。

１）役の経験者が世帯構成員である場合の影響

220世帯のうち，保存会活動を過去に経験した人，あ

るいは現在行っている人がいる世帯は75世帯（34.1％）

である。子役経験者のいた世帯は72世帯（32.7％）であ

り，大人役経験者のいた世帯は75世帯（341％）である。

保存会活動に関わったことのある人のいる世帯層を

｢保存会関わり有｣，そうでない世帯層を「保存会関わり

無」とし，子役経験者のいた世帯層を「子役経験者有｣，

そうでない世帯層を「子役経験者無」とした場合，保存

会活動と関わりのある世帯の方が，子役経験者有の世帯

の割合が高〈（図６），大人役経験者有の世帯の割合が

高い（図７)。祭りの役の経験者が家族構成員にいる世

帯は，保存会活動に関わる傾向がみられる。

子役経験者有 ６７世帯

子役経験者無 144世帯

不明を除く０％２０％４０％６０％８０％10096

■叱れる□叱れないロわからない

図８近所の子どもを遠慮なく叱ることｶﾖできるか一世帯

における子役経験者の有無別（グラフ内の数字：％）
■■■■■■

５４４６保存会関わり有 74世帯
図８に示すように，子役経験者のいる世帯層がいない

世帯層に比べ，近所の子どもに対して遠慮なく叱ること

のできる大人の占める割合が高い（57%)。また，「近所

に言いたいことを気軽に言い合える大人がいるか？」で

｢はい」と答えた層は，保存会活動の経験層が，経験の

ない層に比べて，より高率である（図９）。また，保存

会活動経験者のいる世帯（不明を除く74世帯）の５割弱

が，活動をしていて良かったことについて「地域の大人

達と交流できた」ことをあげている（図１０)。
０

保存会関わり無

144世帯

不明を除く０％２０％４０％６０％８０％100％

■子役経験者有□子役経験者無

図６保存会活動との関わり－子役経験者有無別（グラ

フ内の数字：％）
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以上より，下笠町内の大人の半数以上が近所の子ども

に対して気軽に叱ることができると思っている背景に

は，大人同士が気軽|こものを言い合える関係があって，
そのために子どもに対しても遠慮なく叱ることができる

ものと思われ，その一因として保存会活動の存在が考え

られる。

１４人経験あり

経験なし
４５人

不明を除く０％２０％４０％６０％８０％100％

園いる□いない□わからない

図１２近所に学年の違う友達がいるか-4,.中学生子役

経験有無別（グラフ内の数字：％）

■■■■
経験あり６５２人

違う友達がいる」層の割合が高く，「いない」層が低い

(図12)。これは，子役の経験が地域内の異年齢の子ども

と触れ合うきっかけとなり，近所内での仲間づくりを積

極的に行えるようになったためと思われる。

２４

■■■■■■■■

１４３人経験なし

不明を除く
０％２０％４０％６０％８０％１００％

図９近所に言いたいことを気軽に言い合える大人力§いる

か-保存会活動経験の有無別（グラフ内の数字：％）

４）小・中学生にみられる地域に対する愛着心

各世帯の年長の小・中学生に「下笠町のことが好き

か？」という質問をした。子役経験のある子どもは，経

験のない子どもに比べ，「下笠町のことが好き」と答え

た子どもの割合が高く，「わからない」と答えた子ども

の割合が低い（図13)。小・中学生の地域に対する愛着

心は，子役経験によって自分の住む地域について思いを

深めることになるため，その気持が「好き」につながっ

ているのではないかと思われる。

２３世

一･ﾛ･ﾛ－
地域の発圏に協力できた

地域の大人と交流できた

地域の子どもと交流できた

伝統を大切にできた

子どもの役に立てた

その他

Ｎ=７４

複数回答可不明
脇１０％２０％３０％４０％５０％６０％

図１０保存会活動をしていて良かったこと
経験あり 4人

３）小・中学生たちの地域での友達づくり

当地域には小・中学生がいる世帯は28％を占めるが，

各世帯の年長の小・中学生に対し，「近所に学年の違う

友達がいるか？」の質問を設けた。その結果，男子が女

子に比べ，「いる」と答えた子どもの割合が高く，「いな

い」と答えた子どもの割合が低い結果となった（図11)。

経験なし

4人

不明を除く０％２０％４０％６０％８０％100％

回好き囲嫌い口どちらでもないロわからない

図１３下笠町が好きか--子役経験有無別（グラフ内の数

字：％）

男子 ３４人

５）地域における子育て意識とサンヤレ踊りへの参加

子どもをサンヤレ踊りに参加させたきっかけでは，

｢人に頼まれた」が７割弱をしめており，子育て効果を

きっかけの段階で期待する意識は比較的低いものであっ
た（図14)：しかし参加させた後の意識では，子どもに
及ぼす効果的な内容に関する割合が高くなっている（図

15)。

子どもをサンヤレ踊りに参加させた経験がある世帯の

うち，その子どもが現在高校生になっている'0世帯に対

して，踊りに参加させたきっかけと参加させて良かった

ことについての意識の変化を調べた。なお，高校生がい

る世帯は下笠町では計35世帯である。

高校生については，「伝統文化に触れることができた」

女子 ２５人

不明を除く脇２０％４０％６０％Ｂ０％100％

■いる□いないロわからない

図１１近所に学年の違う友達がいるか-4,．中学生男女

別比較（グラフ内の数字：％）

なお，回答の得られた小・中学生の男女比は，およそ

７：５であった。子役の経験有りの小．中学生は，下笠

町の小・中学生全体の24％であったが，子役経験有りの

子どもは，経験無しの子どもに比べて，「近所に学年の
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がとくに高くなっているが，「地域に愛着を持てるよう

になった」はゼロである。先述の４）において，サンヤ

レ踊りへの参加は地域への愛着心を育てるきっかけにな

ると述べたが，小・中学生段階から高校生段階になると

｢伝統文化に対する思い」は持続するものの，地域に対
する愛着心は必ずしもそうではない。小・中学生段階

で地域と学校とで培った地域意識が，高校生段階におい

ても維持され，高められるような方法が必要であると思
われる。

５．まとめ

当地域独特の伝統芸能であるサンヤレ踊りの伝承活動

は，①子どもが，近所で異年齢の仲間づくりを積極的に

行えるようになっていること，②子どもの，地域への関

心・愛着が育っていること，において評価する世帯層の

割合が高く，①，②より，子育て効果があると言える。

今後の課題としては次の３点がある。一つは，少子化

対策としてのあり方，二つ目に，新旧住民の地域共生に

向けてのあり方，三つ目に，地域意識を高めるための教
育についてである。

①サンヤレ踊りは男の子を主役にした踊りとして受け継
がれており，女の子は踊りの主役にはなれないことに

なっている。そのため，アンケートの自由記述では，

「子役の子どもを集めるのがたいへんである」「女の子

も参加できる踊りになってほしい」という意見がみら

れた。今後は，男女の区別なく踊りの主役になり得る

ような伝統芸能として，サンヤレ踊りの保存会が働き

かけられることがのぞまれる。

②サンヤレ踊りの保存意識に新旧住民で差がみられ，自
由記述においても「新しい住民は伝承活動に馴染みに

くい」という意見がみられた。新しい住民が関わりや

すくなるための方法についての検討がのぞまれる。

③地域の伝承活動が小中学生の子どもたちの地域愛着心

の育成に関わっている背景には，小中学校における地

域学習と連動していたことが考えられる。当地域だけ

でなく一般的に言って，小中学生段階で体得した地域

への関心が，高校生の段階で薄らいでいくことがない

ように，高校生の地域意識向上のための教育の機会が

つくられることが今後必要であると思われる。

伝統文化に触れることができた

地域に愛着を持てるようになった

地域の大人と交流できた

友達が増えた

活発になった

心が豊かになった

その他

不明

合計55人
０％１０％２０％３０％４０％５０％

サンヤレ踊りに参加させて良かったこと図1５

⑬伝統文化に触れさせたかった

．地域に愛着を持ってもらいたかった

．地域の大人と交流できると思った

②友達が増えると思った

③活発になると思った

⑮心が豊かになると思った

氏神さんの行率に関わることだから

父親がやったことがあるから

兄弟がやったことがあるから

子どもがやりたがっていた

人に頼まれた

その他

Ｎ=1０不明

複数回答可
0％１０％２０％３０％４０％５０％６０％

図１６サンヤレ踊りに参ｶﾛさせたきっかけ（子育てに関

わりのある項を②で示す）－高校生の場合

伝統文化に触れることができた

地域に愛着を持てるようになった

地域の大人と交流できた

友選が増えた

活発になった

心が豊かになった

その他

不明
Ｎ=7人

複数回答可
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の場合
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